
茶
の
湯
釜
の
名
品
、
芦
屋
釜

茶
の
湯
釜
の
名
品
、
芦
屋
釜

　
南
北
朝
時
代
（
１
３
３
７
～
１
３
９
２

年
）
頃
か
ら
製
作
が
始
ま
り
、
室
町
時

代
に
は
、
茶
の
湯
釜
の
名
品
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
芦
屋
釜
。
発
掘

の
成
果
か
ら
、
現
在
の
芦
屋
町
中
ノ
浜

付
近
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

お
り
、「
金
屋
」
の
地
区
名
に
そ
の
名
残

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

芦
屋
釜
は
、
室
町
幕
府
足
利
将
軍
家

に
も
献
上
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

遠
く
京
の
地
の
貴
人
達
（
公
家
、
武
家
、

僧
侶
な
ど
）
の
間
で
名
声
を
博
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
の
半
ば
頃
、

芦
屋
一
帯
を
治
め
、
芦
屋
鋳
物
師
最
大

の
庇
護
者
で
あ
っ
た
守
護
大
名
大
内
氏

の
滅
亡
な
ど
の
要
因
が
重
な
り
、
芦
屋
釜
の
製
作
は
徐
々
に
衰
退
し
ま
す
。
そ
し
て
、
江

戸
時
代
初
期
頃
に
は
、
そ
の
製
作
は
一
度
途
絶
え
ま
す
。

　
製
作
が
途
絶
え
た
後
も
、
芦
屋
釜
は
茶
会
の
主
役
を
務
め
る
重
要
な
道
具
と
し
て
珍ち

ん
ち
ょ
う重

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
芸
術
性
、
技
術
力
に
対
す
る
評
価
は
今
な
お
高
く
、
国
指
定
重
要
文

化
財
の
茶
の
湯
釜
９
点
の
う
ち
、
８
点
を
芦
屋
釜
が
占
め
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
指
定
芦
屋
釜
の
入
手

重
要
文
化
財
指
定
芦
屋
釜
の
入
手

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
芦
屋
釜
８
点
の
う
ち
、
７
点
は
全
国
の
著
名
な
美
術
館
・
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
芦
屋
町
が
所
有
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
民
間
に
あ
っ
た
残
り
の
１
点
を
、
令
和
２
年
、
芦
屋
町
が
入
手
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
そ
の
釜
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
６
０
０
年
前
の
室
町
時
代
初
め
に
造
ら
れ
た
「
重
要
文
化

財
芦あ
し
や
あ
ら
れ
じ
し
ん
な
り
が
ま

屋
霰
地
真
形
釜
」
で
す
。
胴
部
全
面
に
整
然
と
霰あ
ら
れ
も
ん文を
表
す
美
し
い
釜
で
あ
り
、
全

体
が
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
の
芦
屋
鋳
物
師
達
が
求
め
た
美
意
識
を

そ
の
ま
ま
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11月１日、芦屋釜の里資料館11月１日、芦屋釜の里資料館リニューアルオープンリニューアルオープン

芦屋釜の里芦屋釜の里

重要文化財指定芦屋釜の公開始まる重要文化財指定芦屋釜の公開始まる
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芦
屋
釜
の
里
資
料
館
を

芦
屋
釜
の
里
資
料
館
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

芦
屋
町
が
入
手
し
た
重
要
文
化
財
の
芦
屋
釜
を
収
蔵
展

示
す
る
た
め
、
芦
屋
釜
の
里
の
資
料
館
の
増
築
・
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
１
日
よ
り
、
い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
重
要
文
化
財
指
定
芦
屋
釜
を
公
開

し
ま
す
。

　

増
築
し
た
施
設
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
な
ど
を
展
示

す
る
「
展
示
室
一
」、
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

う
「
講
座
室
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
路
や
庭

を
茶
室
へ
続
く
「
露ろ

じ地
」、
展
示
室
を
「
茶
室
」
と
見
立
て
、

茶
の
湯
の
風ふ
ぜ
い情
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
巻
末
の
「
歴
史
紀
行
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
て
く
だ
さ
い
。

資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

記
念
特
別
展
の
開
催

記
念
特
別
展
の
開
催　

　

芦
屋
釜
の
里
で
は
、
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
に
あ
わ
せ
て
、
重
要
文
化
財
公
開
・
改
装
開
館
記
念
特

別
展
「
芦
屋
釜
６
０
０
年
の
旅
～
室
町
か
ら
現
代
へ
～
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
特
別
展
で
は
、展
示
室
一
（
新
展
示
室
）
で
古
作
釜
、

展
示
室
二
（
既
存
展
示
室
）
で
現
代
の
芦
屋
釜
等
を
展
示

し
ま
す
。
新
収
蔵
の
重
要
文
化
財
指
定
芦
屋
釜
を
は
じ
め
、

九
州
国
立
博
物
館
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
芦
屋
釜
の
名
品

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
芦
屋
釜
復
興
を
進
め
る
中
で
製

作
さ
れ
た
現
代
の
芦
屋
釜
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

室
町
か
ら
現
代
へ
。
芦
屋
釜
の
６
０
０
年
を
た
ど
る
旅

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
11
月
１
日
金
～
12
月
27
日
金
・
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
・
呈
茶
受
け
付
け
は
、
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
休
館
で
す
。

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
資
料
館

▽�

料
金　
【
入
館
料
】
18
歳
以
上 

３
０
０
円
、
高
校
生
・
中

学
生
・
小
学
生 

１
０
０
円
、
小
学
校
就
学
前 

無
料

　

�【
呈
茶
料
】　

18
歳
以
上 

４
０
０
円　

高
校
生
以
下 

３
０
０
円

芦屋釜の里芦屋釜の里
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